
「たんぽぽ教室」は、学校や教室で過ごすことに苦手意識があったり、とても疲れてしまったりす

るお子さんのための居場所として設置しています。少人数の中での個別学習や、工作など自分の好き

な活動をすることで、心のエネルギーをため、教室や学校へ向かうパワーにします。自分と丁寧に向

き合いながら、学校での過ごし方を工夫することで、安定した学習環境を作っていけるよう、一緒に

考えていきます。「たんぽぽ教室」では、地域のボランティアの方々にご協力いただいて、子どもたち

の安全を見守っています。また、たんぽぽ教室以外にも、子どもたちをサポートする SC(スクールカ

ウンセラー)や SSW(スクールソーシャルワーカー)もいます。たんぽぽ教室、SC、SSW に関してのご

質問やご相談がありましたら、気軽に担任までお知らせください。 
（教育相談コーディネーター 渡部 智紗） 

 

２月といえば、「節分」と「立春」が思い浮かび

ます。この二つの行事には、昔からの日本の文化

や人々の願いが込められています。 

節分は「季節を分ける」という意味をもってい

ます。昔の人たちは、立春、立夏、立秋、立冬の

前日を「節分」と呼んでいました。中でも、春の

始まりである「立春」の前日は特別な日とされ、

悪いもの（厄や災い）を追い払うために豆まきを

する習慣が生まれました。「鬼は外、福は内」とい

う掛け声とともに豆を撒きます。豆には「邪気を

払って、福を呼ぶ」という願いが込められている

からです。 

立春は、暦の上では春が始まる日です。まだ寒

い日が続きますが、この日を境に少しずつ暖かく

なり、草花が芽吹き始める季節がやってきます。

春の訪れは、何か新しいことが始まるような希望

を感じさせてくれます。 

子どもたちが、豆まきをするときに「鬼は外、

福は内」と言いますが、この「鬼」は、自分の中 

 
 

の嫌な気持ちや困った出来事を追い払うという

意味があります。一年間の節目に、心の中をす

っきりさせ、元気いっぱい新しい一歩を踏み出

してほしいと思います。またこの行事を通じて、

家族や友人と楽しい時間を共有することで絆を

深めることもできるでしょう。 

そして、立春は春の始まりを告げる日です。

自然が少しずつ芽吹き、明るい未来が広がるよ

うに、子どもたちにもこれからの目標を考えて

ほしいと思います。 

子どもたち、一人ひとりの中には、たくさん

の「可能性」という種が眠っています。その種

を育てていくのは私たち教員であり、家庭であ

り、地域であり、そして何より、子どもたち自

身の成長したい、よりよくなりたいという気持

ちだと思います。春を待つ植物のようにたくさ

んのエネルギーと力をため、明るい春を迎える

準備を始めてほしいと思います。 

 

 

「節分」と「立春」 
副校長 吉川 昇 
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